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辰年生まれの小学生
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
、
大
宜
味
村
議
会
を
代
表
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
振
替
え
り
ま
す
と
昨
年
に
お
き
ま
し
て
は
、
大
宜
味
中
学
校
野
球
部
が
二
二
年
ぶ
り
の
地
区

大
会
優
勝
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
も
地
区
大
会
団
体
戦
で
準
優
勝
し
県
大
会
で
は
個
人
戦
で
三
位
に
な
り

九
州
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
宜
味
小
学
校
で
は
少
年
野
球
の
結
ガ
ッ
ツ
が
九
州
大
会
で
見
事
準
優
勝
に
輝
き
、
ス
ポ
ー

ツ
面
で
の
活
躍
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
始
め
沖
縄
県
世
界
自
然
遺
産
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

遺
産
登
録
地
域
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
対
象
に
行
わ
れ
た
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
入
賞
作

品
に
村
内
児
童
生
徒
二
名
が
受
賞
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
点
の
デ
ザ
イ
ン
が
Ｊ
Ｔ
Ａ
の
航
空
機
に
ラ
ッ

ピ
ン
グ
さ
れ
る
活
躍
も
あ
り
ま
し
た
。

　
明
る
い
話
題
が
あ
る
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
、
村
の
政
を
司
っ
て
き
た
議
会
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い

た
議
会
棟
が
、
三
九
年
の
役
目
を
終
え
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
少
し
の
寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
が
、

心
機
一
転
村
立
の
図
書
館
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
八
月
に
は
二
度
に
渡
り
直
撃
し
た
台
風
六
号
の
襲
来
被
害
は
多
く
、
村
内
に
お
い
て
は
一

三
四
〇
世
帯
で
停
電
が
発
生
し
、
長
時
間
に
わ
た
り
電
気
が
無
い
日
常
生
活
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

　
災
害
は
公
共
施
設
に
も
お
よ
び
、
一
部
村
道
や
農
道
な
ど
の
亀
裂
ま
た
樹
齢
一
三
〇
年
余
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
る
喜
如
嘉
公
民
館
の
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
倒
木
被
害
も
発
生
し
た
こ
と
は
、記
憶
に
残
っ
て
お
り
ま
す
。

　
世
界
は
ど
う
か
と
い
い
ま
す
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
落
ち
着
き
活
気
を
取
り
戻

す
と
す
る
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
戦
争
な
ど
、
未
だ
に
解

決
の
糸
口
が
見
つ
か
ら
な
い
現
状
で
、
円
安
に
伴
う
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
高
騰
で
、
生
活
環
境
や

社
会
経
済
に
大
き
く
影
響
を
受
け
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
昨
年
五
月
に
は
村
の
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
新
庁
舎
も
完
成
し
、
大
宜
味
村
の
新
た

な
る
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
の
始
ま
り
で
す
。

　
ま
た
、
庁
舎
内
で
は
議
会
中
継
も
始
ま
り
、
二
元
代
表
制
を
基
本
に
行
政
側
と
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら

身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
議
会
運
営
を
行
い
、
村
民
皆
様
の
福
祉
の
向
上
に
向
け
て
精
一
杯
努
め
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
村
の
人
口
減
少
が
進
む
中
で
、
三
千
人
割
れ
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
議
会
と
し
て
も
喫
緊
の

課
題
と
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
議
会
に
対
し
、
村
民
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
大
宜
味
村
の
更
な
る
発
展
と
村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
は
、
本
年
が
幸
多
き
一
年
と

な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
一
日
　
　

大
宜
味
村
議
会
議
長
　 

大
城 

佐
一

ま
つ
り
ご
と

快進撃の続く大宜味中学校女子ソフトテニス部福岡県朝倉市長杯で
準優勝した大宜味結Guts

大宜味村議会新議場
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二
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
、
ご
多
幸
と
ご
健
勝

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
、
就
任
か
ら
一
年
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
地
域
内
外
に
お
け
る
多
く
の
催

し
事
や
各
種
会
議
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
村
民
の
皆
様
の
温
か
い
励
ま
し
、
ご
指
導
、
ご

理
解
い
た
だ
き
、
関
係
各
位
と
の
協
働
に
よ
り
、
大
宜
味
村
ら
し
さ
を
活
か
し
た
村
勢
を
目
指
し
て
歩

み
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
の
村
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
五
月
に
新
庁
舎
の
落
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祖
父
母
に
あ
た
る
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
庁
舎
や
親
に
あ
た
る
前
庁
舎
の
系
譜
を
継
ぎ
、
よ
り

村
民
や
来
訪
者
が
利
用
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い
庁
舎
と
し
て
、
ま
た
、
新
し
い
時
代
の
村
民
サ
ー
ビ

ス
及
び
村
民
交
流
の
拠
点
と
な
り
、
大
宜
味
村
を
発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
庁
舎
の

下
で
、
本
村
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
職
員
と
共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
五
月
と
十
二
月
に
「
村
民
の
声
を
村
長
が
直
接
聴
く
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

広
く
村
民
の
声
を
拾
い
、
村
民
の
状
況
把
握
や
課
題
を
私
が
先
頭
に
立
っ
て
認
識
し
、
解
決
へ
と
繋
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

直
に
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
は
そ
の
課
題
を
精
査
し
解
決

に
向
け
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
人
口
に
つ
い
て
、
一
九
八
〇
年
か
ら
四
十
年
余
り
三
千
人
台
を
維
持
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
十
月
つ
い
に
三
千
人
台
を
割
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
企
業
誘

致
及
び
立
地
に
伴
う
雇
用
機
会
の
創
出
と
働
く
者
が
定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
及
び
住
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
の
課
題
に
は
、
自
然
減
と
な
る
少
子
化
が
大
き
く
関
与

し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
若
年
層
の
定
住
環
境
へ
の
支
援
及
び
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
施
策
を
検
討
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
り
ま
す
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、「
教
育
・
歴
史
文
化
の

輝
く
健
康
長
寿
村
」
の
実
現
に
向
け
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
実
り
多
い
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
一
日

大
宜
味
村
長
　
友
寄 

景
善

大宜味村役場新庁舎落成式新百歳慶祝訪問 村夏まつりによる打ち上げ花火
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た
こ
と
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
の
村
の
大
き
な
出
来
事
と
し
て
、
五
月
に
新
庁
舎
の
落
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

祖
父
母
に
あ
た
る
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
旧
庁
舎
や
親
に
あ
た
る
前
庁
舎
の
系
譜
を
継
ぎ
、
よ
り

村
民
や
来
訪
者
が
利
用
し
や
す
く
親
し
み
や
す
い
庁
舎
と
し
て
、
ま
た
、
新
し
い
時
代
の
村
民
サ
ー
ビ

ス
及
び
村
民
交
流
の
拠
点
と
な
り
、
大
宜
味
村
を
発
信
す
る
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ
の
新
し
い
庁
舎
の

下
で
、
本
村
の
さ
ら
な
る
飛
躍
と
村
民
福
祉
の
向
上
に
職
員
と
共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
五
月
と
十
二
月
に
「
村
民
の
声
を
村
長
が
直
接
聴
く
日
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

広
く
村
民
の
声
を
拾
い
、
村
民
の
状
況
把
握
や
課
題
を
私
が
先
頭
に
立
っ
て
認
識
し
、
解
決
へ
と
繋
げ

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。
実
施
に
あ
た
り
、
多
く
の
皆
様
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

直
に
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
お
礼
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
は
そ
の
課
題
を
精
査
し
解
決

に
向
け
尽
力
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
村
の
人
口
に
つ
い
て
、
一
九
八
〇
年
か
ら
四
十
年
余
り
三
千
人
台
を
維
持
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
十
月
つ
い
に
三
千
人
台
を
割
っ
た
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
人
口
減

少
を
食
い
止
め
る
た
め
の
施
策
を
展
開
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
企
業
誘

致
及
び
立
地
に
伴
う
雇
用
機
会
の
創
出
と
働
く
者
が
定
住
で
き
る
環
境
づ
く
り
及
び
住
環
境
の
整
備
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
人
口
減
少
の
課
題
に
は
、
自
然
減
と
な
る
少
子
化
が
大
き
く
関
与

し
て
い
る
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
若
年
層
の
定
住
環
境
へ
の
支
援
及
び
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
様
々
な

角
度
か
ら
施
策
を
検
討
し
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
肝
心
で
あ
り
ま
す
。

　
課
題
は
山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
村
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、「
教
育
・
歴
史
文
化
の

輝
く
健
康
長
寿
村
」
の
実
現
に
向
け
一
歩
ず
つ
着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
も
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
実
り
多
い
輝
か
し
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
六
年
一
月
一
日

大
宜
味
村
長
　
友
寄 

景
善

大宜味村役場新庁舎落成式新百歳慶祝訪問 村夏まつりによる打ち上げ花火



大宜味中学校野球部
中体連国頭地区大会初優勝！

7月に行われた第50回国頭地区中学校夏季野球大会におい
て、国頭地区の中学校13校が出場する中、大宜味中学校野球部
は強豪チーム相手に引けを取らないプレーで、次々と駒を進め、
見事、大宜味中学校野球部の歴史上初の夏季中体連優勝を収め
ました。
大宜味中野球部の今後の活躍に期待が高まります。

上地貴子さんの絵が飛行機に！
　1月16日（月）那覇空港西側
整備地区JTAメンテナンスセン
ターにおいて、沖縄県世界自然
遺産普及啓発イベント（主催：
沖縄県環境部自然保護課）が
開催されました。
　世界自然遺産の普及啓発と
して、遺産登録地域の小・中学
校に通う児童生徒を対象に絵

画コンクールを開催しており、入賞作品のデザインを公共交通機
関へラッピングすることで世界自然遺産をPRしていくことを目的
としています。
やんばる地区からは117点の応募があり、村内からは大宜味小
学校1年の上地貴子さんが県知事賞、大宜味小学校5年の大湾光
さんが環境部長賞を受賞し、上地貴子さんの作品が飛行機にラッ
ピングされました。

第20回いぎみてぃぐま第20回いぎみてぃぐま
4月7日（金）から9日（日）
までの3日間、大宜味農村環
境活性センターにおいて、お
おぎみの工芸展「第20回い
ぎみてぃぐま」が開催されま
した。20回目の節目を迎え
る今回の「いぎみてぃぐま」
には、初出店のブースを含む
26の工房が出店し、店先に
は多くの作品が並び、来場者
を引き付けていました。
今回のいぎみてぃぐまは、
喜如嘉田園のオクラレルカ
の見頃が重なったことと、アイモコのお二人がパーソナリティを務
めるラジオ番組の公開生放送もあり、連日多くの来場者で賑わい
を見せました。

 39年間、ありがとう！ 39年間、ありがとう！

新庁舎への移転に伴い、議事堂・議会事務局も新庁舎に移転と
なっており、4月に行われた令和5年第3回大宜味村議会臨時会を
最後に、大宜味村議会議事堂は39年の歴史に幕を下ろしました。
大宜味村政を支え続けた議事堂は、現在は図書館となっており、
村民の新たな憩いの場として生まれ変わりました。

大宜味村役場　新庁舎落成
令和5年5月20日(土)、大宜味村役場新庁舎にお
いて、「大宜味村役場新庁舎落成式」が行われまし
た。令和5年3月に竣工し、4月30日（日）には村民
含む一般の方を対象とした内覧会が開催され、5月
8日（月）には供用開始となりました。この新庁舎は
親にあたる前庁舎と同じ場所に建設し、祖父母にあ
たる国指定重要
文化財である旧
庁舎と調和を図
るため、旧庁舎
の特徴的なデザ
インを取り入れ
ております。

広報 4

台風6号における影響

8月、2度にわたる台風6号の襲来により、村内では1340世帯
で停電が発生し、長時間電気のない生活を強いられ、一部村道
や農道においても、道路の亀裂や地盤沈下等の災害も発生しま
した（写真左）。また、喜如嘉公民館横の樹齢130年以上とも伝
えられているガジュマルの木が倒れ（写真右）、区民を含めた多く
の方から悲しみの声が上がりました。

宮城功光氏「旭日小綬章」を受章
11月6日、知事公室におい
て、宮城功光氏の地方自治功
労の功績が称えられ、「旭日
小綬章」が県知事より伝達さ
れました。また、11月13日には
皇居にて、天皇陛下から拝謁
を賜っており、叙勲をうけた宮
城功光氏からは、「受章された
ことは大変な喜びであり、こ
れまで頑張った甲斐がありま
した。また、大宜味村に育つ人
材がこれからも益々飛躍し活
躍できることを願いながら、こ
れまでご協力頂いたことを本
当に感謝いたします。」と喜び
と感謝の言葉がありました。

第７回 「山の日」全国大会
おきなわ2023

村人口、3000人を割る

8月11日、大宜味小・中学校体育館にて、第7回「山の日」全国
大会おきなわ2023記念式典・記念行事（主催：第7回「山の日」
全国大会実行委員会）が開催されました。
「山の日」の制定趣旨を周知する目的で毎年全国様々な場所
で持ち回りで開催されている全国大会が、今年は世界自然遺産に
登録された「やんばる」、「西表島」で開催されました。
山の日前日は、村内散策道をトレッキングするツアーが開催さ
れたり、記念行事では辺土名高校3年生の上原蓬さんが、多くの
関係者・来場者に対し、素晴らしいプレゼンをしてくれました。

大宜味村人口は、令和5年10月末時点で3,000人を切り、2,995人となりました。
1946年の12,196人をピークに年々減少する村人口ですが、3,000人割れは初めてとなっており、今後の村全体の課題とな
るでしょう。

村内イベント、続々開催！村内イベント、続々開催！

全国各地で猛威を振るっていた新型コロナウィルス感染症が5
類感染症となったことを受け、村内でも続々とコロナ前と同規模
のイベント等開催されるようになり、1月には村産業まつり、10月
には村老人婦人行動スポーツ大会（写真）、11月の村夏まつりもコ
ロナ前のように2日間開催され、村内の活気が戻りつつあります。

広報5
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【指定管理者】株式会社ファーマーズ・フォレスト
【　所　在　】栃木県宇都宮市新里町丙 254 番地
【　代表者　】松本 謙
【指 定 期 間】令和 6 年 4 月 1 日～令和 11 年 3 月 31 日

「やんばるの森ビジターセンター」
指定管理者決定！！

「やんばるの森ビジターセンター」
指定管理者決定！！

広報 6

　大宜味村では、国頭村、東村、沖縄県及び環境省と共に、沖縄島北部の生態系保全、公衆衛生の維持・向
上及びネコの安全の確保・健康の維持という3つの観点から、森林域からのネコの排除、飼いネコの適正
飼養、沖縄島北部以外からのネコの流入の防止等により、希少種の生息状況の改善を図ることを主な目
的とした「ずっとやんばる ずっとうちネコ アクションプラン」
を策定し、村民の皆さまへのご理解いただくために、12月18日

（月）と21日（木）の2日間にかけて、住民説明会を開催しました。
　説明会では、計画に対する不安や疑問点についての質疑があり
ました。本アクションプランにつきましては村ホームページにて
公表しております。

　「やんばる世界自然遺産」の玄関口となる立地を活かし、2020年2月22日から供用開始している、旧大
宜味中学校跡地に開設した「やんばるの森ビジターセンター」の指定管理者について、第1期指定管理者
期間が令和6年3月31日に期限を迎えることに伴い、第2期（令和6年度～令和10年度）の指定管理者を決
める為、一般公募を行い「やんばるの森ビジターセ
ンター指定管理者予定候補者選定委員会」を経て、
12月8日から行われた「令和5年第10回大宜味村
議会定例会」にて、指定管理者の指定が可決され、
決定しましたので、下記のとおり紹介します。

　栃木県内を中心とした事業展開を行っており、類似した施設の実績としては、「道の駅うつのみやろま
んちっく村」の管理運営や、栃木県内数か所に及ぶアンテナショップの管理運営などがある。また、沖縄県
内ではうるま市にオープンした、「うるマルシェ（うるま市農水産業振興戦略拠点施設）」の管理運営も
担っています。
　地域に根ざし、地域と連携協働しながら経済活性の仕組み作りを行う、株式会社ファーマーズ・フォレ
ストが、第1期指定管理者としてこれまで取組んできた実績を継続し、発展することで「やんばるの森ビジ
ターセンター」を起点とした村づくり、村の活性化へ貢献することに更なる期待が高まります。

「ずっとやんばる ずっとうちネコ アクションプラン」
に関する住民説明会

【お問い合わせ先】 大宜味村建設環境課
　　　　　　　　    ☎0980-44-3280
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【お問い合わせ先】大宜味村産業まつり実行委員会（村産業振興課内） ☎0980-44-3232

マイナンバーカード申請受付in産業まつりマイナンバーカード申請受付in産業まつり

第31回大宜味村 産業まつり開催します！第31回大宜味村 産業まつり開催します！

マイナンバーカード申請に必要なもの

１月 20 日（土）、21日（日）　午前 10 時～午後 2 時
産業まつり会場内　（旧大宜味小学校体育館）
マイナンバーカード交付申請

日　　時
場　　所
内　　容

・本人確認書類
・通知カード（お持ちの方のみ）
・住民基本台帳カード（お持ちの方のみ）
・個人番号カード交付申請書（お持ちの方のみ）

事前予約は住民福祉課
☎0980-44-3003

【お問い合わせ先】 大宜味村観光協会 ☎：0980-50-5707　大宜味村企画観光課 ☎：0980-44-3007

　１月は産業まつり会場でマイナンバーカード申請サポートも行っておりますので、ぜひご利用ください。

■ 休館日の期間 ■　2023 年 12 月 27 日（水）、2024 年 1 月 3 日（水）の 12 時～13 時の 1 時間、1 月 10 日（水）

※産業まつり会場でのマイナンバーカー
ド交付申請は、電話にて事前予約して
いただくと受付がスムーズです。

開催日時：令和 6 年 1月 20 日（土）～21 日（日）
開催場所：旧大宜味小学校グラウンド

テーマ　～黄金に輝く大宜味村 繋げよう長寿の秘訣 広げよう築いた産業 !! ～

【総合案内】：辺土名高校　　【司会】カシスオレンジ（よしもと沖縄）

　たくさんの人が楽しめるプログラムやテナント体験ブースを用意しています。ぜひお越しください。

9:45
10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
16:40
17:00

1 日目　1月 20 日（土）

10:00
11:00
11:50
12:30
13:00
14:40
15:20
15:50
16:30
17:00

おおぎみこども園エイサー演舞
オープニングセレモニー
各種表彰
テナント・村内活動 PR タイム
大宜味村民踊愛好会・若松会
大田多恵子琉舞研究所　琉舞
喜如嘉小学校獅子舞クラブ
よしもとお笑いライブ
あつきにぃにぃ　トークショー
終了

ほら吹き大会　
わーけーまちや（シークヮーサー音頭）
テナント・村内活動 PR タイム
猿まわし
桐げた投げ沖縄大会
JA おきなわ大宜味支店大抽選会
よしもとお笑いライブ
シークヮーサー品評会表彰式
大宜味村特産品セリ体験
終了

2 日目　1月 21 日（日）

そのほかにもシークワァーサー講習会や講演会、パネル展示、きゆな牧場ふれあい動物園、大宜味村と昔から
交流のある姉妹都市、交流都市のブースも出店されます。
※プログラムの内容は令和 5 年 12 月 19 日時点のものです。内容については変更する場合がございます。

「道の駅おおぎみ やんばるの森ビジターセンター 映像ホール」臨時休館のお知らせ
　観光案内所である「道の駅おおぎみ やんばるの森ビジターセンター 映像ホール」は下記の通り臨時休館日とさせて
いただくことをお知らせ申し上げます。隣接されている特産品販売所は 365 日開館しております。また、駐車場やトイ
レの使用に関しましても、ご利用いただけますので併せてお知らせ申し上げます。

【指定管理者】株式会社ファーマーズ・フォレスト
【　所　在　】栃木県宇都宮市新里町丙 254 番地
【　代表者　】松本 謙
【指 定 期 間】令和 6 年 4 月 1 日～令和 11 年 3 月 31 日

「やんばるの森ビジターセンター」
指定管理者決定！！

「やんばるの森ビジターセンター」
指定管理者決定！！
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　大宜味村では、国頭村、東村、沖縄県及び環境省と共に、沖縄島北部の生態系保全、公衆衛生の維持・向
上及びネコの安全の確保・健康の維持という3つの観点から、森林域からのネコの排除、飼いネコの適正
飼養、沖縄島北部以外からのネコの流入の防止等により、希少種の生息状況の改善を図ることを主な目
的とした「ずっとやんばる ずっとうちネコ アクションプラン」
を策定し、村民の皆さまへのご理解いただくために、12月18日

（月）と21日（木）の2日間にかけて、住民説明会を開催しました。
　説明会では、計画に対する不安や疑問点についての質疑があり
ました。本アクションプランにつきましては村ホームページにて
公表しております。

　「やんばる世界自然遺産」の玄関口となる立地を活かし、2020年2月22日から供用開始している、旧大
宜味中学校跡地に開設した「やんばるの森ビジターセンター」の指定管理者について、第1期指定管理者
期間が令和6年3月31日に期限を迎えることに伴い、第2期（令和6年度～令和10年度）の指定管理者を決
める為、一般公募を行い「やんばるの森ビジターセ
ンター指定管理者予定候補者選定委員会」を経て、
12月8日から行われた「令和5年第10回大宜味村
議会定例会」にて、指定管理者の指定が可決され、
決定しましたので、下記のとおり紹介します。

　栃木県内を中心とした事業展開を行っており、類似した施設の実績としては、「道の駅うつのみやろま
んちっく村」の管理運営や、栃木県内数か所に及ぶアンテナショップの管理運営などがある。また、沖縄県
内ではうるま市にオープンした、「うるマルシェ（うるま市農水産業振興戦略拠点施設）」の管理運営も
担っています。
　地域に根ざし、地域と連携協働しながら経済活性の仕組み作りを行う、株式会社ファーマーズ・フォレ
ストが、第1期指定管理者としてこれまで取組んできた実績を継続し、発展することで「やんばるの森ビジ
ターセンター」を起点とした村づくり、村の活性化へ貢献することに更なる期待が高まります。

「ずっとやんばる ずっとうちネコ アクションプラン」
に関する住民説明会

【お問い合わせ先】 大宜味村建設環境課
　　　　　　　　    ☎0980-44-3280
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やんばるアートフェスティバル2023-2024 ～嘉例ヌ源～

やんばるアートフェスティバル実行委員会　☎098-861-5141
大宜味村企画観光課　☎0980-44-3007

お問い合わせ先

お問い合わせ先 ぶながやっ子ハウス　☎ 0980-43-6606
大宜味村住民福祉課　☎ 0980-44-3003

イベントの詳細についてはやんばるアートフェスティバルのHPを
ご覧ください。
←やんばるアートフェスティバルHPのQRコード

入 場 料： 一般500円／沖縄県内在住者300円／高校生以下無料

令和６年度 ぶながやっ子ハウス利用者募集について

大宜味村立旧塩屋小学校をメイン会場に、沖縄県北部地域で1月20日(土)から2月25日
(日)まで「やんばるアートフェスティバル2023‐2024 嘉例ヌ源」(主催 やんばるアー
トフェスティバル実行委員会)が開催されます。

対 象 者　次のいずれかに該当する家庭で養育されており、大宜味村内の小学校に通う児童。
　　　　　　　・保護者が就労等により、昼間に家庭にいない児童。
　　　　　　　・保護者が疾病や介護等のため、昼間家庭での養育ができない児童。 
　　　　　　　・その他村長が認める児童

場　　　　所　ぶながやっ子ハウス（小・中学校敷地内）

開 所 日 時　平日 … 下校時～午後６時
　　　　　　　土曜 … 午前８時～午後６時
　　　　　　　長期休暇等 … 午前８時～午後６時 ※平日、長期休暇中は延長保育も可能です（午後８時まで）。

費　　　　用　月会費 5,000円、おやつ代・運営費等 3,000円※兄弟割引などもあります。 
　　　　　　　延長保育料　500円／日（夕食代込み）

申 込 方 法　ぶながやっ子ハウス・役場住民福祉課にて期間内において申込用紙の配布・受付を行います。

募 集 期 間　令和６年１月９日（火）～１月31日（水）

入会申請書類　①利用申込書、②利用同意書、③就労証明書等
※申込書の内容を審査し、決定します。定員を超える応募があった場合は、選考基準に基づく優先度の高い児童を優先します。
　入所の可否は、各々通知いたします。

給与所得者のみなさまへ

▲

振替納税の振替日は

令和５年分所得税及び
復興特別所得税の

▲

申告・納付期限は
令和６年３月15日（金）

令和６年４月23日（火）

①給与の収入金額が2,000万円を超える場合
②1か所から給与の支払を受けていて、給与の全部が源泉徴収の対象となる
場合において、給与所得や退職所得以外の所得金額の合計額が20万円
を超える場合
③２か所以上から給与の支払を受けてて、給与の全部が源泉徴収の対
象となる場合において、年末調整されなかった給与の収入金額と、
給与所得や退職所得以外の所得金額との合計額が20万円を超える
場合
　　　右記①～③のような場合は確定申告をしなければなりません。

スマホと
マイナンバーカードで

e-Tax！
「確定申告は
マイナンバーカードと
e-Tax でさらに便利！」

「マイナンバーカードで
マイナポータルと連携して
確定申告書に自動入力」

【お問い合わせ先】名護税務署　☎ 0980-52-2920
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1月
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月

火

水
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金
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日

月
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水
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金
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日

月

火

水
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金
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22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
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3
4
5
6
7
8
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2月

1月1月 January February

◆わんぱく体験団⑥

◆区長会

御願解き

◆大宜味村教育の日　◆日曜授業参観

◆振替休日

◆「体験の翼」交流団出発式　～12日

◆旧正月

◆元日

◆官公庁仕事始め　◆二十歳の集い

◆区長会　◆新春の集い

◆成人の日

◆3学期始業式　◆（中）新春もちつき大会

◆国頭地区消防出初式

◆鬼餅（ムーチー）

◆（小）授業参観・持久走大会　◆健康運動教室　

◆大宜味村産業まつり　～21日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

1月1日～2月10日

村の人口村の人口 11月末現在

※（　）内数は対前月比

男
女
計

1,576
1,416
2,992

人
人
人

(－4)
(＋1)
(－3)

世帯数 1,718 世帯（±0）
出生
死亡

0人
1人

7人
9人

転入
転出

令和５年
（2023 年） 大宜味村むらづくり応援寄附大宜味村むらづくり応援寄附

11月寄附金分使途内訳 件数 金額
産業の振興に関する事業 
保健 ・福祉の充実に関する事業 
教育・歴史文化の振興に関する事業 
生活環境の整備に関する事業 
大宜味村の豊かな自然環境及び世界自然遺産の保全と活用に関する事業
その他大宜味村を元気にする為に必要な事業 

207件
85件

159件
57件

277件
197件

3,335,000円
1,561,000円
2,428,000円

863,000円
4,362,000円
3,222,000円

11月分 累計
（1～11月）

県内外より本村に
ご寄附頂き心より
感謝申し上げます。

982件／15,771,000円 15,886件／214,032,500円

宮城 樹斗くん（田嘉里）宮城 樹斗くん（田嘉里）
たつと

祝い
タンカー

大宜味村カレンダー

の
け
だ
つ
と
ひ

★
！
ル
イ
マ
ス

動画を視聴して年金について学ぼう!!

日本年金機構ホームページ
https://www.nenkin.go.jp/service/learn/index.html

お問い合わせ先

　公的年金制度の普及・啓発を図るため、厚生労働省や日本年金機
構では様々な動画を作成しています。動画は日本年金機構ホーム
ページに掲載していますので、下記QRコードからご覧ください。

○公的年金はみんなの強い味方
○国民年金ってホントに必要なの！講座
○知っておきたい年金のはなし  ○退職後の年金手続きガイド
○QuizKnockによる年金クイズ動画

動画内容

皆さん、ネコは飼養者登録が必要です！
見かけないネコがいた場合は、ご連絡ください。　大宜味村建設環境課   ☎0980-44-3280
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「子ども議会」開催！

　11月24日（金）、大宜味村議会議場において、「子ども議会」が開催されました。大宜味中学校生徒の中から選出され
た代表11名が議員となり、一般質問を村行政へ行いました。一般質問では、「大宜味村内の街灯整備について」「ビジター
センター周辺の整備について」「大宜味村の雇用状況について」等が挙がりました。
※一般質問や答弁の内容については、後日、発行予定の「子ども議会だより」にてご確認ください。

　11月25日（土）、田嘉里区において、特定外来生物「ツルヒヨド
リ」の除去作業（主催：沖縄県）が実施されました。沖縄県職員を
はじめ、環境省職員や大宜味村役場職員、田嘉里区民、辺土名高
校や宜野湾高校の生徒、世界自然遺産推進共同企業体に加入して
いる企業スタッフ等、総勢54名が参加しました。参加者は、外来生
物についての説明を受けた後、田嘉里川護岸周辺に生えているツ
ルヒヨドリの除去作業を行い、世界自然遺産地域であるやんばる
の森への更なる分布拡大を防ぐ、大切な活動となりました。

田嘉里区において特定外来生物
「ツルヒヨドリ」の除去作業実施！

　12 月 13 日（水）、那覇文化芸術劇場なはーとにおいて、第 20 回
沖縄デジタル映像祭（主催：総務省沖縄総合通信事務所、沖縄情報
通信懇談会）が開催されました。
　村内からは大宜味中学校生徒が制作した映像作品 2 つがノミネ
ートされ、CM 部門にて、大宜味村の特産であるシークヮーサーを
テーマにした、タイトル「緑の宝石」（製作者：我部喜歩子さん、新城
ひよりさん、高江洲千歌さん）が企業賞を受賞しました。

 第20回沖縄デジタル映像祭
上映会・授賞式

「認知症を知ろう」映画上映会と認知症VR体験

　12 月３日（日）、農村環境改善センターにて、映画上映会「瀬戸内寂聴 99 年生きて思うこと」と認知症 VR 体験（主催：大宜味村
地域包括支援センター）を開催しました。
　認知症は病気です。認知症の方もそうでない方も、ともに暮らしやすい地域づくりが大切です。「老い」について寂聴さんの映画を
きっかけに考え、認知症 VR では「本人」の視点にたつことで、どのように寄り添い向き合えばいいのかを考えるきっかけとして体験
していただきました。県内初開催の企画で、介護に関わる当事者だけでなく、地域の方の関心も高い内容だったことがアンケートから
もみられました。


